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刑
事
警
察
と
は
、
警
察
官
吏
が
犯
罪
予
防
と
犯
罪
摘
発
に
関
し
て
行
う
、
法
律
上
並
に
事
実
上
の
警
察
作
用
で
あ
る
。
戦
前
、
日
本
の
刑
事
警
察
は
殺
人
、
強
盗
、
詐
欺
、
窃
盗
、
放
火
な
ど
の
刑
法
犯
罪
か
ら
暴
力
団
、
選
挙
違
反
事
件
、
汚
職
な
ど
の
政
治
的
な
犯
罪
を
管
轄
し
、
そ
れ
ら
を
事
件
化
す
る
か
（
し
な
い
か
）
の
判
断
を
通
し
て
、
政
治
・
社
会
の
両
面
に
多
大
な
規
制
力
を
発
揮
し
た
。
そ
う
し
た
刑
事
警
察
の
機
構
上
の
変
化
や
捜
査
活
動
の
変
化
を
追
跡
す
る
こ
と
は
、
国
家
が
犯
罪
を
事
件
化
・
摘
発
す
る
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
社
会
統
制
や
国
家
秩
序
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
刑
事
警
察
を
通
し
て
一
九
三
〇
年
代
を
解
明
す
る
意
義
は
、
国
家
（
ま
た
は
特
定
の
政
治
勢
力
）
が
犯
罪
摘
発
を
武
器
に
、
ど
の
よ
う
な
秩
序
を
構
築
し
、
戦
時
動
員
に
つ
な
げ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
先
行
研
究
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
警
察
は
、（
ⅰ
）
政
党
が
人
事
を
通
し
て
、
内
務
官
僚
を
自
党
に
取
り
込
む
過
程
（
内
務
官
僚
の
政
党
化
）
を
分
析
す
る
視
点
、（
ⅱ
）
五
・
一
五
事
件
後
に
、
政
党
か
ら
の
自
立
を
図
っ
た
内
務
省
「
新
官
僚
」
の
思
想
や
施
策
を
分
析
す
る
視
点
、（
ⅲ
）
特
高
警
察
に
よ
る
監
視
活
動
や
弾
圧
を
分
析
す
る
視
点
、
（
ⅳ
）
衛
生
、
営
業
な
ど
の
面
で
様
々
な
許
認
可
権
限
を
握
る
警
察
活
動
（
行
政
警
察
）
を
分
析
す
る
視
点
、
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
問
題
点
は
（
ⅰ
）、（
ⅱ
）、（
ⅲ
）
の
研
究
成
果
が
う
ま
く
架
橋
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
戦
前
の
政
党
内
閣
期
に
は
、
特
高
警
察
の
強
化
と
頻
繁
な
更
迭
人
事
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
の
警
察
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
政
党
に
よ
る
警
察
人
事
へ
の
干
渉
が
、
警
察
活
動
に
与
え
た
影
響
を
解
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
し
た
が
っ
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
本
論
文
の
課
題
は
、（
一
）
政
党
内
閣
期
に
お
け
る
内
務
官
僚
の
政
党
化
が
刑
事
警
察
の
人
事
や
活
動
に
も
た
ら
し
た
影
響
、（
二
）
五
・
一
五
事
件
に
よ
っ
て
政
党
内
閣
が
終
焉
し
た
後
、
内
務
省
「
新
官
僚
」
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
刑
事
警
察
再
編
の
過
程
、（
三
）
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
刑
事
警
察
再
編
の
意
義
、
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
一
章
　
警
察
の
政
党
化
と
刑
事
警
察
　
本
章
で
は
田
中
義
一
内
閣
か
ら
、
戦
前
最
後
の
政
党
内
閣
と
な
っ
た
犬
養
毅
内
閣
ま
で
を
対
象
時
期
と
し
た
。
時
期
の
始
点
を
田
中
内
閣
に
し
た
理
由
は
、
普
通
選
挙
の
実
施
、
そ
れ
に
伴
う
選
挙
干
渉
の
激
化
、
政
党
に
よ
る
人
事
介
入
の
深
刻
化
と
い
う
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
け
る
人
事
分
析
は
高
級
官
僚
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
本
章
で
は
分
析
の
対
象
を
広
げ
、
中
間
管
理
職
に
あ
た
る
警
視
庁
本
部
課
長
（
警
視
）、
本
部
係
長
（
警
部
）、
主
任
警
部
、
警
部
補
、
そ
し
て
警
察
署
長
、
署
僚
警
部
（
次
席
）
の
人
事
が
、
警
察
活
動
の
最
前
線
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
警
察
が
政
党
の
人
事
干
渉
を
受
け
た
理
由
は
、
警
察
に
よ
る
政
治
情
報
収
集
や
野
党
候
補
者
に
対
す
る
選
挙
干
渉
が
、
与
党
の
党
勢
拡
張
を
大
き
く
左
右
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
選
挙
取
り
締
ま
り
は
本
部
高
等
警
察
、
刑
事
警
察
、
警
察
署
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
た
め
、
政
権
交
代
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
で
は
野
党
系
幹
部
が
更
迭
さ
れ
、
与
党
系
幹
部
の
就
任
が
多
く
み
ら
れ
た
。
民
政
党
系
幹
部
の
場
合
、
政
友
会
内
閣
に
よ
り
免
官
さ
れ
た
後
、
民
政
党
の
選
挙
運
動
を
支
援
す
る
形
で
、
党
へ
の
貢
献
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
免
官
者
の
復
職
に
は
政
党
系
有
力
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
須
で
あ
り
、
ま
た
政
党
系
有
力
者
の
政
治
的
影
響
力
の
有
無
が
復
活
人
事
の
明
暗
を
分
け
た
た
め
、
警
察
幹
部
は
政
党
に
癒
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
刑
事
警
察
野
　
間
　
龍
　
一
831（438）
　
田
中
内
閣
期
、内
務
大
臣
に
就
任
し
た
鈴
木
喜
三
郎
の
下
に
は
、政
友
会
鈴
木
派
（
月
曜
会
員
）
が
形
成
さ
れ
た
。
警
視
庁
で
は
宮
田
光
雄
警
視
総
監
、
木
島
茂
警
務
部
長
、
久
保
田
金
四
郎
刑
事
部
長
ら
鈴
木
派
が
主
導
権
を
握
っ
た
。
久
保
田
は
刑
事
部
に
政
治
犯
罪
専
従
部
門
で
あ
る
特
別
捜
査
課
を
新
設
す
る
一
方
、
憲
政
会
内
閣
時
代
の
刑
事
部
警
部
・
警
部
補
を
一
掃
し
た
。
一
方
、
刑
事
部
は
民
政
党
系
東
京
市
長
・
西
久
保
弘
道
罷
免
事
件
に
お
い
て
、
民
政
党
系
関
係
者
の
切
り
崩
し
工
作
を
行
っ
た
。
党
派
的
人
事
、
政
治
工
作
、
そ
し
て
連
続
強
盗
事
件
に
対
す
る
捜
査
ミ
ス
が
重
な
っ
た
結
果
、
民
政
党
と
マ
ス
コ
ミ
は
、
警
察
の
政
党
化
と
捜
査
能
力
の
低
下
と
を
結
び
つ
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
京
府
会
で
は
民
政
党
府
議
に
よ
り
、
東
京
府
支
出
の
警
察
費
（
機
密
費
）
の
削
減
案
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
帝
国
議
会
で
は
民
政
党
代
議
士
に
よ
っ
て
政
府
の
治
安
政
策
を
批
判
す
る
「
帝
都
ノ
安
寧
秩
序
ニ
関
ス
ル
決
議
」
が
提
出
さ
れ
た
り
し
た
（
い
ず
れ
も
否
決
）。
　
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
政
友
会
内
閣
期
に
問
題
と
な
っ
た
捜
査
能
力
の
向
上
、
政
治
警
察
の
イ
メ
ー
ジ
払
拭
の
た
め
、
刑
事
部
が
再
び
改
組
さ
れ
た
。
政
友
会
内
閣
期
に
比
べ
れ
ば
、
民
政
党
内
閣
期
に
お
け
る
刑
事
部
幹
部
の
入
れ
替
え
は
抑
制
的
で
あ
っ
た
が
、
刑
事
部
長
、
捜
査
第
一
課
・
第
二
課
長
と
い
っ
た
要
職
に
は
民
政
党
系
幹
部
が
抜
擢
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
人
事
刷
新
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
　
犬
養
毅
政
友
会
内
閣
が
発
足
す
る
と
、
第
一
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
控
え
て
、
選
挙
違
反
取
締
を
協
同
で
管
轄
す
る
総
監
官
房
高
等
課
幹
部
と
刑
事
部
幹
部
、
警
察
署
長
の
三
者
が
更
迭
の
対
象
と
な
り
、
民
政
党
内
閣
期
以
上
の
一
斉
更
迭
が
断
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
警
察
署
長
、
本
庁
総
監
官
房
高
等
課
、
刑
事
部
幹
部
の
大
半
が
入
れ
替
え
ら
れ
、
警
察
の
政
党
化
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
第
二
章
　
刑
事
警
察
の
政
党
化
と
犯
罪
捜
査
に
も
た
ら
し
た
影
響
　
警
察
の
政
党
化
や
既
成
政
党
間
の
権
力
闘
争
が
激
化
す
る
中
で
、
刑
事
警
察
に
は
、
（
一
）
鑑
識
設
備
の
整
備
事
業
の
停
滞
、（
二
）
政
治
的
中
立
性
の
喪
失
、
裁
判
所
検
事
局
と
の
軋
轢
、（
三
）
一
斉
更
迭
人
事
に
よ
る
本
庁
幹
部
の
練
度
の
低
下
、（
四
）
選
挙
取
締
り
へ
の
過
剰
な
警
察
力
投
入
、
と
い
っ
た
弊
害
が
生
み
出
さ
れ
た
。（
一
）、（
三
）、
（
四
）
は
刑
事
警
察
の
政
党
化
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
一
九
三
二
年
一
月
の
犬
養
内
閣
期
以
降
に
顕
在
化
し
て
い
る
。（
一
）
で
は
、
刑
事
部
長
の
頻
繁
な
更
迭
に
よ
っ
て
、
警
視
庁
で
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
た
手
口
法
の
整
備
事
業
が
頓
挫
し
て
い
る
。
ま
た
内
務
官
僚
の
政
党
化
に
伴
う
更
迭
人
事
に
よ
り
、
捜
査
の
実
務
を
担
う
警
部
・
警
部
補
ク
ラ
ス
が
短
期
間
で
交
代
し
た
た
め
、（
三
）
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
既
成
政
党
間
で
の
選
挙
戦
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
、（
四
）
の
弊
害
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
選
挙
期
間
中
に
血
盟
団
事
件
（
右
翼
テ
ロ
）
が
発
生
し
た
が
、
警
察
側
は
あ
く
ま
で
選
挙
取
締
り
を
優
先
し
、
血
盟
団
事
件
に
対
し
て
は
専
門
外
の
捜
査
第
二
課
第
一
係
（
詐
欺
・
恐
喝
担
当
）
を
投
入
し
た
。
さ
ら
に
選
挙
戦
が
ピ
ー
ク
に
な
る
に
つ
れ
、
捜
査
人
員
の
規
模
も
縮
小
さ
れ
た
た
め
、
血
盟
団
事
件
の
捜
査
は
難
航
し
、
第
二
事
件
（
団
琢
磨
暗
殺
事
件
）
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
。第
三
章
　
警
察
精
神
作
興
運
動
に
お
け
る
刑
事
警
察
　
五
・
一
五
事
件
に
よ
っ
て
政
党
内
閣
が
断
絶
し
、
政
党
の
影
響
力
が
減
退
す
る
中
、
内
務
省
「
新
官
僚
」
は
政
党
の
影
響
力
を
警
察
か
ら
排
除
し
、
全
警
察
官
に
「
国
体
」
観
念
を
注
入
す
べ
く
、
警
察
精
神
作
興
運
動
を
行
っ
た
。
警
察
精
神
作
興
運
動
の
推
進
主
体
に
は
、
治
安
引
き
締
め
の
主
役
で
あ
る
特
高
警
察
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
警
察
精
神
作
興
運
動
で
は
、
全
警
察
官
に
「
特
高
化
」（
特
高
と
同
等
の
知
識
と
技
能
を
求
め
る
こ
と
）
が
推
進
さ
れ
た
。
刑
事
警
察
の
場
合
、
①
刑
事
警
察
官
の
「
特
高
化
」
が
ま
ず
求
め
ら
れ
た
が
、
一
部
の
成
功
例
を
除
き
、
刑
事
と
特
高
は
専
門
性
の
相
違
な
ど
か
ら
連
携
困
難
な
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
内
務
省
警
保
局
側
は
、
刑
事
優
秀
修
士
論
文
概
要
（439）830
警
察
に
右
翼
の
不
法
行
為
を
「
暴
力
団
」
と
し
て
摘
発
さ
せ
た
。
大
正
期
か
ら
、
暴
力
団
取
締
り
の
一
環
と
し
て
、
右
翼
の
不
法
行
為
を
摘
発
し
て
い
た
刑
事
警
察
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
自
ら
の
専
門
性
を
生
か
せ
る
任
務
で
あ
っ
た
。
ま
た
刑
事
警
察
に
よ
る
「
暴
力
団
摘
発
」
は
、「
愛
国
運
動
」
の
助
長
と
い
う
内
務
省
警
保
局
官
僚
ら
の
政
治
構
想
に
リ
ン
ク
し
た
形
で
拡
大
し
て
い
く
。
　
さ
ら
に
選
挙
粛
正
運
動
に
連
動
す
る
形
で
、
内
務
省
警
保
局
に
、
刑
事
警
察
の
全
国
的
元
締
め
で
あ
る
防
犯
課
が
新
設
さ
れ
、
選
挙
取
締
り
が
刑
事
警
察
の
主
管
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
刑
事
警
察
に
よ
る
「
不
良
」
政
治
家
の
摘
発
が
、「
暴
力
団
」
摘
発
の
文
脈
で
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
ま
た
内
務
省
警
保
局
防
犯
課
の
新
設
と
と
も
に
、
地
方
警
察
が
求
め
て
き
た
鑑
識
設
備
（
科
学
捜
査
設
備
）
の
拡
充
も
推
進
さ
れ
た
。
犯
罪
捜
査
に
適
合
し
た
警
察
指
紋
制
度
や
犯
罪
手
口
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
中
央
集
権
化
に
は
な
お
ほ
ど
遠
く
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
部
に
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
終
　
章
　
刑
事
警
察
は
「
事
後
」
の
過
程
で
、
殺
人
、
強
盗
、
窃
盗
な
ど
の
刑
法
犯
罪
か
ら
汚
職
、
選
挙
違
反
な
ど
の
政
治
的
犯
罪
ま
で
を
網
羅
的
に
取
り
扱
う
存
在
で
あ
る
。「
事
前
」
に
全
て
を
監
視
し
、
統
制
し
、
抑
え
込
む
よ
う
な
働
き
と
は
異
な
る
が
、
犯
罪
の
認
定
や
事
件
化
を
と
お
し
て
政
治
・
社
会
・
個
人
の
生
活
に
深
く
介
入
し
た
と
い
え
る
。
戦
前
日
本
の
政
治
・
社
会
を
把
握
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
秩
序
維
持
に
あ
た
っ
て
い
た
警
察
の
視
点
か
ら
社
会
構
造
、
統
治
体
制
の
内
面
を
抉
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
当
時
の
政
治
や
社
会
が
ど
の
よ
う
な
矛
盾
や
混
乱
に
直
面
し
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
収
拾
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
。
そ
こ
に
国
家
の
本
質
が
現
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
事
後
的
な
収
拾
行
動
が
端
的
に
現
れ
る
存
在
が
刑
事
警
察
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
特
高
警
察
な
ど
の
、「
事
前
」
に
思
想
・
表
現
・
行
動
の
全
て
を
統
制
し
、
抑
圧
す
る
機
能
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
特
高
が
警
察
内
部
で
主
流
を
占
め
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
地
域
の
末
端
で
総
合
的
な
警
察
活
動
を
担
う
外
勤
警
察
官
な
ら
と
も
か
く
、
刑
事
、
保
安
、
衛
生
、
建
築
な
ど
の
専
門
性
の
高
い
警
察
領
域
に
属
す
る
警
察
官
が
、
特
高
警
察
と
同
様
に
行
動
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
前
日
本
社
会
の
治
安
維
持
の
本
質
を
た
ど
る
に
は
、
各
警
察
領
域
の
専
門
性
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
探
っ
た
う
え
で
、
そ
の
独
自
性
が
ど
の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
国
家
の
政
策
に
反
映
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
一
九
三
〇
年
代
の
刑
事
警
察
は
、
犯
罪
捜
査
と
い
う
専
門
性
を
生
か
し
、「
暴
力
団
」
摘
発
な
ど
を
通
し
て
、
政
治
・
社
会
の
両
面
に
絶
大
な
影
響
力
を
振
る
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（429）840
　
古
代
の
地
域
社
会
の
神
社
は
如
何
な
る
状
態
に
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
神
社
に
対
し
て
地
域
社
会
は
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
有
し
て
い
た
の
か
、
本
論
文
で
は
神
社
修
造
と
い
う
営
為
を
通
し
て
古
代
地
域
社
会
の
神
社
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
　
古
代
に
お
け
る
神
社
の
場
は
神
祇
祭
祀
を
執
行
す
る
の
み
な
ら
ず
、
建
造
物
を
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
基
層
信
仰
に
お
い
て
は
建
造
物
を
用
い
な
い
祭
祀
形
態
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
学
が
示
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
神
祇
祭
祀
に
お
い
て
建
造
物
を
用
い
た
祭
祀
は
後
発
的
で
あ
り
、
古
代
国
家
に
よ
る
社
殿
造
営
政
策
の
所
産
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
古
代
国
家
の
支
配
領
域
に
社
殿
を
造
営
さ
せ
る
と
い
う
行
為
は
古
代
国
家
の
支
配
理
念
を
投
影
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、「
地
域
社
会
」
を
定
点
観
測
と
し
、
国
司
・
郡
司
・
神
祇
職
等
が
そ
れ
ぞ
れ
如
何
に
地
域
社
会
の
神
社
を
維
持
す
る
上
で
の
役
割
を
果
た
し
た
の
か
考
察
し
た
。
　
第
一
章
「
平
安
時
代
初
期
の
神
祇
職
統
制
」
で
は
、
本
題
で
あ
る
神
社
修
造
を
考
究
す
る
前
提
と
し
て
、
神
社
の
場
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
祭
祀
執
行
者
に
焦
点
を
当
て
、
平
安
時
代
初
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
神
祇
職
統
制
の
特
質
を
考
察
し
た
。
平
安
時
代
初
期
に
は
様
々
な
神
祇
職
に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
る
が
、
本
章
で
は
ま
ず
神
祇
職
の
任
用
規
定
・
解
由
制
度
・
考
課
制
度
を
検
証
し
、
地
域
社
会
の
祭
祀
を
支
え
て
い
る
奉
斎
氏
族
に
楔
を
打
ち
込
み
、
国
家
支
配
を
地
域
社
会
の
末
端
に
ま
で
及
ぼ
す
狙
い
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
は
地
域
の
神
祇
職
を
律
令
官
僚
制
の
枠
組
み
に
取
り
込
も
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
上
で
述
べ
た
神
祇
職
に
対
す
る
統
制
強
化
は
平
安
時
代
初
期
に
み
ら
れ
る
郡
司
任
用
政
策
の
変
遷
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
推
定
し
考
察
を
試
み
た
。
上
記
の
よ
う
な
郡
司
任
用
基
準
に
変
化
を
も
た
ら
す
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
神
火
事
件
の
発
生
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
火
事
件
は
八
世
紀
後
半
以
降
、
郡
司
層
間
で
の
郡
領
就
任
を
巡
る
対
立
に
よ
り
頻
発
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
が
、
神
祇
祭
祀
と
郡
司
と
の
密
接
な
関
係
を
物
語
る
事
件
で
も
あ
る
。
　
ま
た
、
右
で
考
察
し
た
神
祇
職
と
郡
司
の
関
係
性
を
更
に
検
証
す
る
た
め
に
神
祇
職
の
出
身
層
を
確
か
め
た
。
若
狭
国
若
狭
比
古
神
社
、
備
中
国
吉
備
津
彦
社
、
和
泉
国
大
鳥
神
社
、
因
幡
国
宇
倍
社
の
個
別
事
例
の
検
証
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
神
祇
職
の
出
身
層
は
郡
司
を
輩
出
す
る
氏
族
が
多
い
と
の
結
論
を
得
た
。
す
な
わ
ち
平
安
時
代
初
期
に
み
ら
れ
る
諸
政
策
は
在
地
の
郡
司
統
制
を
図
る
こ
と
に
よ
り
神
祇
職
統
制
の
円
滑
を
狙
っ
た
国
家
的
政
策
の
現
出
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
①
延
暦
十
七
（
七
九
八
）
年
、
い
わ
ゆ
る
班
幣
国
幣
社
制
の
導
入
に
よ
り
幣
帛
班
給
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
、
②
弘
仁
二
（
八
一
一
）・
三
（
八
一
二
）
年
、
有
封
社
に
つ
い
て
は
禰
宜
・
祝
が
、
無
封
社
に
つ
い
て
は
神
戸
百
姓
に
神
社
修
造
を
義
務
づ
け
た
こ
と
の
二
点
が
重
要
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
に
よ
る
諸
政
策
と
の
関
連
を
有
す
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
な
論
証
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
郡
司
と
神
祇
職
と
の
密
接
不
可
分
な
関
係
を
考
察
し
た
。
郡
司
層
か
ら
僧
侶
が
輩
出
さ
れ
在
地
寺
院
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
と
も
大
い
に
関
連
し
、
郡
司
の
俗
的
支
配
と
宗
教
的
支
配
は
両
輪
の
如
く
機
能
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
。
　
第
二
章
「
平
安
時
代
に
お
け
る
神
社
修
造
」
で
は
、
神
社
修
造
を
行
う
上
で
の
基
礎
と
な
る
法
令
を
確
認
し
つ
つ
、
九
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
わ
た
る
神
社
修
造
の
形
態
を
考
察
し
た
。
　
神
社
修
造
制
度
は
弘
仁
年
間
か
ら
貞
観
年
間
に
大
枠
が
整
備
さ
れ
た
が
、
特
に
『
類
聚
三
代
格
』
所
収
の
弘
仁
二
・
三
年
太
政
官
符
は
「
弘
仁
格
」
に
所
収
さ
れ
、
の
ち
の
諸
新
制
で
も
制
度
的
に
継
承
さ
れ
て
い
く
重
要
な
法
令
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
「
官
舎
」
日
本
古
代
の
地
域
社
会
と
神
社高
　
橋
　
人
　
夢
839（430）
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
神
社
の
維
持
に
は
国
司
在
任
中
の
責
任
を
明
確
化
す
る
制
度
も
設
定
さ
れ
た
。
　
律
令
制
下
で
は
国
家
が
修
造
を
求
め
て
遣
使
を
行
う
等
、
直
接
現
地
を
指
導
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
国
司
の
下
で
神
社
修
造
と
密
接
に
関
与
す
る
郡
司
の
姿
を
見
出
せ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
社
会
で
修
造
を
実
施
す
る
た
め
に
は
郡
司
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
司
が
修
造
に
関
与
し
た
実
例
を
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
と
「
熱
田
神
宮
文
書
」
承
和
十
四
（
八
四
七
）
年
太
政
官
案
で
確
認
し
、
ま
た
『
左
経
記
』
と
『
時
範
記
』
の
受
領
の
下
向
記
事
か
ら
国
司
の
下
で
神
社
修
造
の
実
質
を
担
う
郡
司
の
姿
を
看
取
し
た
。
摂
関
期
の
「
郡
司
」
は
か
つ
て
の
郡
司
と
は
異
な
り
受
領
の
手
足
と
な
り
国
衙
行
政
を
担
う
在
庁
官
人
で
は
あ
る
も
の
の
、
郡
司
の
役
割
を
継
承
し
な
が
ら
国
衙
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た
と
考
え
た
。
古
代
以
来
、
国
司
と
郡
司
の
間
に
は
「
郡
充
」
と
も
呼
称
で
き
る
よ
う
な
重
層
的
な
加
徴
関
係
が
築
か
れ
て
お
り
、
修
造
体
制
は
形
態
を
変
容
さ
せ
な
が
ら
も
中
世
社
会
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
仁
安
三
（
一
一
六
八
）
年
の
「
厳
島
神
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」（『
芸
藩
通
志
』）、
寛
弘
六
（
一
〇
〇
九
）
年
の
「
江
匡
衡
申w
美
濃
守q
状
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
六
）
に
、
十
一
世
紀
以
降
は
格
式
の
規
定
と
は
異
な
り
、
受
領
の
「
成
功
」
に
よ
り
修
造
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
香
取
社
・
杵
築
社
の
修
造
を
具
体
的
に
検
討
し
た
。
香
取
社
は
莫
大
な
神
戸
を
有
す
る
一
方
、『
小
右
記
』
万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
年
八
月
八
日
条
と
『
朝
野
群
載
抄
』
永
久
四
（
一
一
一
六
）
年
下
総
国
司
重
任
申
文
の
記
述
か
ら
、
修
造
を
行
う
た
め
に
重
任
を
申
請
す
る
受
領
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
修
造
方
法
が
『
延
喜
式
』
段
階
か
ら
変
化
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
杵
築
社
に
つ
い
て
は
、
長
元
四
（
一
〇
三
一
）
年
の
顚
倒
・
託
宣
事
件
で
出
雲
守
橘
俊
孝
が
国
家
に
過
大
な
要
求
を
行
い
な
が
ら
も
、
神
威
を
背
景
と
し
て
異
例
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
過
程
を
追
い
、
託
宣
の
背
景
に
杵
築
社
の
神
祇
職
と
出
雲
国
の
在
庁
官
人
の
存
在
を
想
定
し
た
。
長
元
度
以
前
の
修
造
は
、「
出
雲
国
正
税
返
却
帳
」
の
記
述
か
ら
正
税
支
出
で
あ
っ
た
一
方
、
長
元
度
以
降
は
受
領
の
「
成
功
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
右
の
よ
う
な
修
造
形
態
の
変
化
を
筆
者
は
『
類
聚
符
宣
抄
』
長
保
四
（
一
〇
〇
二
）
年
宣
旨
を
画
期
と
し
て
み
た
。
こ
の
宣
旨
以
降
は
受
領
が
重
任
の
功
を
求
め
て
地
域
社
会
の
神
社
の
修
造
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
一
方
、
在
庁
官
人
等
が
修
造
に
よ
っ
て
得
る
利
益
も
大
き
く
な
る
た
め
、
双
方
の
要
請
に
よ
り
修
造
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
神
社
修
造
に
関
す
る
法
令
と
神
社
修
造
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
的
枠
組
み
が
弘
仁
年
間
か
ら
貞
観
年
間
で
ほ
ぼ
確
立
し
、
修
造
に
伴
う
人
的
関
与
や
経
済
的
負
担
等
は
社
会
情
勢
に
応
じ
た
体
制
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
　
第
三
章
「
平
安
時
代
中
期
の
地
域
社
会
の
神
社
│
「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」・『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
32
を
事
例
と
し
て
│
」
で
は
、
国
家
か
ら
重
要
視
さ
れ
た
神
社
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
に
遍
在
し
て
い
る
神
社
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
よ
う
な
神
社
が
平
安
時
代
中
期
頃
如
何
な
る
状
態
に
あ
っ
た
の
か
、「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」・『
今
昔
物
語
集
』
を
主
な
検
討
材
料
と
し
て
解
明
を
試
み
た
。
　
考
察
の
前
提
と
し
て
ま
ず
「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」（
以
下
、「
実
録
帳
」
と
す
る
）
の
書
誌
を
整
理
し
、
長
元
三
（
一
〇
三
〇
）
年
頃
前
任
国
司
と
新
任
国
司
と
の
交
替
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
不
与
解
由
状
の
草
案
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。「
実
録
帳
」
中
に
お
い
て
修
正
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
前
司
在
任
時
に
建
物
の
状
態
に
何
か
し
ら
の
変
化
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
現
存
の
「
神
社
項
」
が
「
無
実
」・「
破
損
」
い
ず
れ
を
記
し
て
い
る
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
論
文
で
は
建
物
の
状
態
が
好
転
し
た
と
は
考
え
に
く
い
と
推
察
し
た
。
続
け
て
内
容
を
検
証
し
、
①
「
実
録
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
官
社
・
神
階
社
の
秩
序
が
当
時
機
能
し
て
い
た
と
は
想
定
し
難
い
こ
と
、
②
「
実
録
帳
」
の
内
実
は
長
元
三
年
時
の
実
態
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
神
社
の
建
物
の
状
態
が
良
好
で
あ
っ
た
と
は
想
定
し
に
く
い
こ
と
を
論
述
し
た
。
た
だ
し
の
ち
に
一
宮
・
二
宮
に
な
る
抜
鋒
社
と
赤
城
社
に
は
定
期
造
替
の
制
度
が
存
在
し
、
前
司
在
任
時
に
両
社
と
も
修
造
を
行
っ
た
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
優
秀
修
士
論
文
概
要
（431）838
か
ら
、
一
国
内
に
朽
損
し
た
神
社
と
国
司
に
よ
り
修
造
さ
れ
る
神
社
が
併
存
し
て
い
る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
は
「
実
録
帳
」
の
記
載
か
ら
も
前
章
で
触
れ
た
長
保
四
年
宣
旨
の
有
効
性
を
傍
証
し
た
。
　
続
け
て
検
討
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
32
は
、
陸
奥
守
平
維
叙
が
国
内
巡
行
の
折
に
「
小
サ
キ
仁
祠
」
を
発
見
し
、
在
地
の
庁
官
の
案
内
で
修
造
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
神
の
導
き
で
次
の
任
官
を
得
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
ま
ず
従
来
で
は
物
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
本
話
の
史
料
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
あ
る
程
度
の
史
実
を
踏
ま
え
て
語
ら
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
本
話
か
ら
神
社
が
国
家
の
管
理
を
受
け
な
く
な
っ
た
場
合
、
社
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
地
域
の
神
社
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
国
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
地
域
社
会
の
人
間
が
神
社
の
維
持
を
実
質
的
に
担
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
の
有
力
者
の
意
向
が
十
分
に
働
い
た
上
で
修
造
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
た
。
つ
ま
り
、
本
話
は
修
造
の
有
無
が
国
司
の
任
官
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
地
域
社
会
側
に
と
っ
て
も
神
社
の
維
持
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
最
後
に
「
実
録
帳
」
の
記
載
を
元
に
上
野
国
分
寺
と
定
額
寺
の
状
態
を
確
認
し
、
仏
教
寺
院
と
の
比
較
を
試
み
た
。
国
内
寺
院
が
衰
退
し
て
行
く
一
方
で
特
別
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
神
社
は
、
受
領
に
と
っ
て
は
任
国
統
治
の
安
定
の
た
め
、
ま
た
地
域
社
会
の
人
間
に
と
っ
て
は
農
業
経
営
等
の
面
で
精
神
的
紐
帯
の
役
割
を
果
た
し
た
た
め
、
受
領
・
地
域
社
会
双
方
か
ら
信
仰
さ
れ
た
と
考
え
た
。
　
以
上
三
章
に
わ
た
る
考
察
の
結
果
、「
結
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
、
十
一
世
紀
以
降
、
受
領
が
神
社
修
造
に
よ
り
積
極
的
に
関
与
す
る
の
は
、
宗
教
的
な
意
義
の
他
に
修
造
に
よ
る
重
任
の
功
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
現
実
的
な
意
味
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
も
奉
斎
す
る
神
社
が
修
造
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
地
域
社
会
の
主
導
者
で
あ
る
郡
司
層
や
在
庁
官
人
と
い
っ
た
有
力
者
層
に
と
っ
て
、
自
分
達
が
奉
斎
す
る
神
社
が
修
造
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
、
自
ら
の
政
治
的
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
受
領
と
地
域
社
会
双
方
の
思
惑
が
一
致
し
て
十
一
世
紀
以
降
に
神
社
修
造
の
進
展
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
取
り
扱
っ
た
時
期
の
延
長
上
に
は
一
宮
制
の
成
立
が
位
置
し
、
本
論
の
考
察
と
も
深
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（433）836
　
本
論
は
、
中
世
後
期
の
寺
院
経
済
に
お
け
る
荘
園
の
位
置
づ
け
を
再
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
寺
院
経
済
と
寺
領
荘
園
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
中
世
前
期
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
世
後
期
の
寺
院
経
済
と
寺
領
荘
園
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
中
世
後
期
が
荘
園
制
の
衰
退
期
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
室
町
期
荘
園
制
論
の
登
場
に
よ
り
、
室
町
期
が
荘
園
制
の
一
段
階
と
し
て
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向
を
ふ
ま
え
る
と
、
中
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
経
済
と
荘
園
支
配
と
の
関
係
性
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
中
世
後
期
の
法
隆
寺
と
そ
の
所
領
の
鵤
荘
を
素
材
に
、
①
所
領
支
配
体
制
の
変
遷
と
実
態
（
第
一
章
）、
②
年
貢
収
取
状
況
と
財
政
運
営
（
第
二
章
）、
③
在
地
支
配
の
実
態
（
第
三
章
）、
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
中
世
後
期
の
寺
院
経
済
に
お
け
る
荘
園
の
位
置
づ
け
を
再
考
し
た
。
鵤
荘
に
関
し
て
は
「
法
隆
寺
の
生
命
線
」「
根
本
寺
領
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
、
法
隆
寺
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
荘
園
で
あ
っ
た
。
故
に
、
法
隆
寺
と
鵤
荘
と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
法
隆
寺
の
寺
院
経
済
の
全
容
を
あ
る
程
度
見
通
す
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。
　
第
一
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
法
隆
寺
の
寺
院
構
造
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
活
か
し
な
が
ら
、
鵤
荘
に
お
け
る
所
領
支
配
体
制
の
変
遷
に
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
　
ま
ず
、
鵤
荘
の
法
隆
寺
内
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
注
目
し
た
。
鵤
荘
は
、
数
少
な
い
法
隆
寺
領
荘
園
の
中
で
も
、
安
定
的
な
年
貢
収
取
が
期
待
で
き
る
所
領
で
あ
り
、
寺
内
の
最
重
要
行
事
で
あ
る
勝
鬘
会
の
由
緒
に
深
く
結
び
つ
い
た
所
領
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
続
い
て
、
鎌
倉
期
〜
南
北
朝
期
の
支
配
体
制
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
鎌
倉
後
期
の
鵤
荘
の
名
主
職
を
巡
る
別
当
と
惣
寺
と
の
軋
轢
に
つ
い
て
注
目
し
、
別
当
が
名
主
職
の
補
任
や
荘
内
の
田
地
を
寄
進
す
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
鎌
倉
期
の
鵤
荘
の
経
営
が
別
当
の
手
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
別
当
に
よ
る
経
営
体
制
は
、
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
鎌
倉
幕
府
か
ら
没
収
さ
れ
た
下
司
職
が
返
付
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
再
編
が
始
ま
り
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
の
別
当
と
惣
寺
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
よ
っ
て
、
惣
寺
に
よ
る
一
円
支
配
が
新
た
に
成
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
契
約
締
結
後
も
、
別
当
が
在
地
の
武
家
勢
力
と
結
託
し
、
違
乱
行
為
を
は
た
ら
く
と
い
っ
た
鵤
荘
へ
の
介
入
行
為
が
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
ま
で
、
少
な
く
と
も
三
回
確
認
で
き
る
。
故
に
惣
寺
に
よ
る
支
配
が
安
定
化
す
る
の
は
、
十
五
世
紀
第
二
四
半
期
に
ず
れ
込
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
さ
ら
に
、
惣
寺
に
よ
る
鵤
荘
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
室
町
期
荘
園
制
論
で
は
、
年
貢
収
取
シ
ス
テ
ム
と
し
て
代
官
請
負
制
が
普
及
し
て
お
り
、
外
部
の
人
間
が
年
貢
納
入
を
請
負
う
ケ
ー
ス
が
優
勢
に
な
っ
て
い
く
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
経
営
能
力
の
あ
る
代
官
が
複
数
年
に
わ
た
り
代
官
を
務
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鵤
荘
で
は
こ
う
し
た
傾
向
に
反
し
て
、
上
﨟
出
身
の
預
所
六
人
が
一
年
交
代
で
下
向
し
て
直
務
支
配
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
鵤
荘
支
配
の
特
質
と
し
て
再
評
価
し
た
。
ま
た
、
預
所
の
人
数
が
戦
国
中
期
に
四
人
に
減
少
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
　
第
二
章
は
、
鵤
荘
の
年
貢
収
取
状
況
と
法
隆
寺
に
よ
る
財
政
運
営
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
鵤
荘
の
経
済
的
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
　
ま
ず
、
鵤
荘
の
規
模
や
年
貢
規
定
高
と
収
取
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
鵤
荘
は
公
中
世
後
期
法
隆
寺
に
よ
る
所
領
経
営
の
展
開
竹
　
内
　
惇
　
人
835（434）
田
数
約
二
五
〇
町
、
年
貢
規
定
高
一
〇
〇
〇
石
以
上
の
荘
園
で
あ
り
、
法
隆
寺
領
の
中
で
も
屈
指
の
規
模
を
誇
る
所
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
名
体
制
を
構
成
す
る
領
家
名
・
点
定
名
・
吉
永
名
の
三
種
の
う
ち
、
永
享
〜
文
安
年
間
の
年
貢
注
進
状
の
写
が
四
ヵ
年
分
残
る
、
領
家
名
の
年
貢
収
取
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
結
果
、
四
カ
年
の
内
二
カ
年
で
、
納
入
高
が
規
定
高
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
室
町
中
期
の
年
貢
収
取
が
安
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
惣
寺
に
よ
る
鵤
荘
一
円
支
配
の
成
立
を
背
景
に
、
鵤
荘
の
田
地
や
年
貢
の
寄
進
主
体
が
南
北
朝
期
を
画
期
に
別
当
か
ら
惣
寺
に
移
行
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
南
北
朝
期
に
財
政
運
営
の
主
体
も
別
当
か
ら
惣
寺
に
移
行
し
た
も
の
と
想
定
し
た
。
鵤
荘
年
貢
の
使
途
を
網
羅
的
に
検
討
し
、
鵤
荘
年
貢
は
有
力
院
家
で
あ
る
三
経
院
の
財
源
や
、
勝
鬘
会
や
金
堂
御
行
な
ど
の
寺
内
の
重
要
行
事
の
財
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
鵤
荘
は
法
隆
寺
に
と
っ
て
量
・
質
と
も
に
重
要
な
荘
園
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
　
次
に
、
法
隆
寺
に
よ
る
財
政
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
法
隆
寺
で
は
、
唯
識
講
衆
が
惣
寺
の
意
思
決
定
機
関
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
の
評
定
記
録
で
あ
る
『
法
隆
寺
衙
年
会
所
旧
記
』（
以
下
、『
旧
記
』）『
応
安
年
中
以
来
法
隆
寺
衙
日
記
』（
以
下
、
『
寺
衙
日
記
』）『
五
師
所
々
記
之
引
付
』（
以
下
、『
五
師
』）
に
つ
い
て
、
書
誌
的
検
討
と
内
容
の
分
析
を
行
っ
た
。
特
に
、
中
世
後
期
に
お
け
る
唯
識
講
衆
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
財
政
難
の
中
、
蔵
本
か
ら
の
借
銭
や
料
足
間
の
借
銭
を
組
み
込
み
つ
つ
、
返
弁
費
用
調
達
の
た
め
に
供
料
下
行
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
戦
国
初
期
の
段
階
で
既
に
、
鵤
荘
に
お
け
る
地
下
借
銭
の
増
大
が
、
荘
内
行
事
の
み
な
ら
ず
法
隆
寺
の
財
政
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
続
い
て
、
鵤
荘
の
点
定
名
に
つ
い
て
、
財
政
上
の
特
質
と
在
地
支
配
に
注
目
し
て
検
討
し
た
。
三
つ
の
評
定
記
録
の
網
羅
的
な
分
析
に
よ
り
、
鵤
荘
年
貢
を
法
会
や
講
の
料
足
に
使
用
す
る
と
い
う
原
則
が
存
在
し
て
い
た
中
で
、
点
定
名
年
貢
が
、
唯
識
講
衆
の
評
定
に
よ
り
自
由
に
使
途
を
決
定
で
き
る
財
源
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
点
定
名
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
法
隆
寺
の
直
轄
名
と
な
り
、
以
降
は
年
貢
未
進
を
理
由
と
す
る
領
家
名
の
点
定
に
よ
り
そ
の
規
模
を
拡
大
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
論
で
は
、
点
定
名
が
鎌
倉
期
〜
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
相
論
や
名
主
の
寄
進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
室
町
期
以
降
、
固
定
化
し
た
も
の
と
再
定
義
し
た
。
ま
た
、
名
田
が
点
定
さ
れ
た
場
合
、
新
た
な
名
主
を
補
任
も
し
く
は
他
の
名
主
に
預
け
置
い
て
い
る
こ
と
が
複
数
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
名
田
点
定
に
よ
り
点
定
名
が
拡
大
し
た
と
い
う
従
来
の
理
解
が
誤
り
で
あ
り
、
点
定
名
と
名
田
点
定
は
別
個
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
　
第
三
章
は
、
在
地
支
配
の
実
態
と
い
う
視
点
か
ら
、
法
隆
寺
と
在
地
寺
社
の
一
種
で
あ
る
寺
庵
と
の
関
係
性
、
そ
し
て
戦
国
期
の
寺
庵
の
動
向
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
設
定
し
た
。
　
ま
ず
、
法
隆
寺
と
寺
庵
の
所
領
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
鵤
荘
の
寺
庵
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、
年
貢
公
事
を
負
担
し
、
史
料
上
で
も
「
寺
庵
・
名
主
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
名
主
と
の
同
質
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
西
光
寺
と
本
住
寺
の
事
例
か
ら
、
法
隆
寺
が
寺
庵
の
所
持
す
る
名
田
を
い
か
に
扱
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。結
果
、鵤
荘
の
寺
庵
の
所
持
す
る
名
主
職
は
「
寺
領
」
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
実
は
年
貢
・
公
事
を
他
の
名
と
同
様
に
負
担
し
た
上
で
、
生
産
余
剰
分
が
法
隆
寺
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
た
と
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
次
に
、
荘
園
領
主
と
寺
庵
の
関
係
性
を
、
寺
庵
の
建
立
や
再
興
と
い
う
画
期
に
着
目
し
た
上
で
検
討
し
た
。
長
福
寺
の
事
例
で
は
、
建
立
を
目
的
と
し
て
法
隆
寺
の
唯
識
講
衆
の
知
行
す
る
畠
地
が
在
地
寺
庵
に
預
け
置
か
れ
た
こ
と
、
現
存
す
る
小
字
「
長
福
寺
」
が
、
荘
内
の
中
心
に
当
た
る
斑
鳩
寺
や
政
所
の
周
辺
に
存
在
す
る
こ
と
、
の
二
点
を
指
摘
し
、
法
隆
寺
に
よ
る
長
福
寺
建
立
へ
の
関
与
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
教
恩
寺
の
事
例
で
は
、
法
隆
寺
の
学
侶
等
が
、
建
武
年
間
に
律
僧
の
叡
実
上
人
を
派
遣
し
、
名
主
が
建
立
し
た
寺
庵
を
復
興
さ
せ
た
理
由
を
検
討
し
た
。
結
果
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
優
秀
修
士
論
文
概
要
（435）834
し
た
、
建
武
二
年
の
鵤
荘
支
配
を
巡
る
契
約
に
よ
り
、
鵤
荘
の
一
円
支
配
を
成
立
さ
せ
た
惣
寺
が
、
在
地
で
崇
敬
を
集
め
て
い
た
教
恩
寺
の
復
興
を
通
じ
、
在
地
支
配
の
強
化
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
加
え
て
、
戦
国
期
の
長
福
寺
と
教
恩
寺
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
二
つ
の
寺
庵
の
所
領
は
戦
国
期
の
段
階
で
有
徳
人
の
辛
川
氏
の
手
に
渡
り
、
そ
の
後
所
領
が
沽
却
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
戦
国
期
の
有
徳
人
の
成
長
や
名
田
売
買
の
横
行
の
中
で
、
寺
庵
の
名
田
が
寺
庵
以
外
の
存
在
に
渡
る
こ
と
で
、
寺
庵
の
持
つ
宗
教
的
な
性
格
が
喪
失
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
　
続
い
て
、
戦
国
期
の
寺
庵
の
動
向
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
鵤
荘
の
戦
国
期
に
お
け
る
動
向
を
整
理
し
つ
つ
、
寺
庵
が
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
鵤
荘
で
は
戦
国
期
に
入
る
と
名
主
の
大
名
被
官
化
が
進
行
し
、
荘
内
に
給
人
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
増
加
し
た
が
、
寺
庵
の
所
領
も
給
地
化
し
て
い
る
こ
と
が
数
多
く
確
認
で
き
る
。
有
力
寺
庵
の
場
合
、
年
貢
確
保
の
た
め
、
給
地
化
さ
れ
た
寺
庵
の
返
付
を
法
隆
寺
が
要
請
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
小
規
模
の
寺
庵
の
場
合
、
返
付
交
渉
が
な
さ
れ
た
形
跡
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
有
力
寺
庵
を
除
い
た
多
く
の
寺
庵
が
戦
国
期
に
宗
教
的
性
格
を
喪
失
す
る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
被
官
化
の
中
で
守
護
や
給
人
が
、
禅
僧
に
寺
庵
を
預
け
置
こ
う
と
し
た
事
例
に
注
目
し
た
。
特
に
、
洞
松
院
尼
（
守
護
の
赤
松
政
則
室
）
が
長
福
寺
分
を
晏
清
軒
玄
殊
と
い
う
僧
に
付
す
よ
う
命
じ
た
こ
と
に
、
法
隆
寺
が
反
発
し
た
事
例
を
検
討
し
た
。
玄
殊
は
鵤
荘
に
隣
接
す
る
小
宅
荘
を
含
む
、
赤
松
氏
や
浦
上
氏
と
密
接
な
関
係
性
を
持
つ
大
徳
寺
の
荘
主
で
あ
り
、
鵤
荘
と
用
水
相
論
を
戦
っ
た
諭
敵
で
あ
っ
た
こ
と
明
ら
か
に
し
た
。
結
果
、
戦
国
期
に
武
家
勢
力
と
関
係
性
を
持
つ
禅
僧
が
、
寺
庵
を
媒
介
に
鵤
荘
に
進
出
す
る
動
き
が
存
在
し
た
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
。
　
終
章
で
は
、
中
世
後
期
の
領
主
経
済
研
究
へ
の
見
通
し
を
示
し
た
。
本
論
で
は
、
特
に
中
世
後
期
の
法
隆
寺
に
お
け
る
、
鵤
荘
の
経
営
体
制
や
経
済
的
重
要
性
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
本
論
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
寺
社
に
限
ら
ず
中
世
後
期
の
領
主
経
済
全
体
に
お
け
る
荘
園
の
財
源
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
定
量
的
に
分
析
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
他
の
財
源
も
同
時
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
経
済
の
総
体
を
よ
り
精
緻
に
理
解
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
